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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
四
八
年
、
富
山
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
ア
フ
リ
カ
農
村
社
会
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ

コ
ロ
ジ
ー　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア

③
学
歴
…
…
東
北
大
学
理
学
部
（
人
文
地
理
学
専
攻
）

④
職
歴
…
…
研
究
所
研
究
員
（
二
二
歳
、
一
三
年
間
）、
大
学
助
教
授

（
三
五
歳
、
五
年
間
）、
大
学
教
授
（
四
〇
歳
、
二
三
年
間
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（
二
八
歳
、
二
年
間
弱
、
客
員

研
究
員
）、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
、
ザ
ン
ビ
ア
（
三
七

歳
、
八
ヵ
月
、
国
際
交
流
基
金
派
遣
計
画
）、
そ
の
他
一
〜
二
ヵ
月

の
短
期
調
査
多
数

⑥
研
究
手
法
…
…
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
ザ
ン
ビ
ア
で
、
定
量
的
調
査
と

聞
き
取
り
調
査
を
併
用
し
た
農
村
調
査
を
実
施
。
現
地
の
古
文
書

館
で
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

⑦
所
属
学
会
…
…
日
本
地
理
学
会
、
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
、
人
文
地

理
学
会
、
国
際
開
発
学
会
、
環
境
社
会
学
会

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
ビ
ア
フ
ラ
内
戦
（
一
九
六
七
〜
七
〇
年
）。
独
立

後
に
起
き
た
分
離
独
立
戦
争
と
し
て
は
最
も
本
格
的
で
悲
惨
な
結

末
を
迎
え
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
難
民
問
題
、
飢
餓
問
題
、
白
人
傭

兵
問
題
等
日
本
で
も
広
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
支
援
活
動
も
行
わ
れ

た
。
こ
の
内
戦
の
結
末
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
線
の
見
直

し
の
難
し
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

⑨
推
薦
図
書
…
…Berry, Sara

（1993

）No condition is perm
anent: 

T
he social dynam

ics of agrarian change in Sub-Saharan 
A
frica, T

he U
niversity of W

isconsin Press, M
adison. 

コ
コ

ア
生
産
農
民
研
究
の
第
一
人
者
が
到
達
し
た
、
ア
フ
リ
カ
農
民
・

農
村
社
会
論
を
論
じ
た
本
で
、
地
域
研
究
が
専
門
科
学
に
発
信
で

き
る
ひ
と
つ
の
模
範
例
を
示
し
た
良
書
と
い
え
る
。

●

│
ア
フ
リ
カ

新
し
い
専
門
知
の
創
出
を

島
田
周
平
（
し
ま
だ
・
し
ゅ
う
へ
い
）

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
・
教
授
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メ
ッ
セ
ー
ジ

①
研
究
者
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ

研
究
所
の
地
域
研
究
部
に
入
っ
た
の
が
私
に
と
っ
て
の
地
域
研

究
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
研
究
所
を
知
っ
た
の
は
大
野
盛
雄
編

著
『
ア
ジ
ア
の
農
村
』（
一
九
六
九
）
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
大
学

の
学
部
時
代
に
読
ん
で
い
た
フ
ェ
ー
ブ
ル
の『
大
地
と
人
類
の
進
化
』

（
一
九
七
一
）、
飯
塚
浩
二
の
諸
著
作
や
和
辻
哲
郎
の
風
土
論
も
私
を

地
域
研
究
に
誘
う
下
地
を
作
っ
て
い
た
と
思
う
。
さ
ら
に
そ
の
源
を

た
ど
れ
ば
、
生
ま
れ
育
っ
た
富
山
県
の
地
理
教
育
に
た
ど
り
着
く
か

も
し
れ
な
い
。
キ
ッ
カ
ケ
の
根
は
深
い
。

②
第
Ⅰ
部
「
現
場
の
悩
み
三
〇
問
」
を
読
ん
で

地
域
研
究
を
め
ぐ
る
質
疑
で
は
、
研
究
関
係
の
話
、
教
育
関
係
の

話
、
社
会
的
存
在
意
義
や
就
職
関
係
の
話
な
ど
、
幅
広
い
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
研
究
と
教
育
関
係
に
つ
い
て
の
み
私
見

を
述
べ
る
。

地
域
研
究
者
は
、
地
域
研
究
が
③
で
述
べ
る
よ
う
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
時
に
疎
外
感
を

抱
き
つ
つ
も
意
外
に
意
気
軒
昂
と
し
て
研
究
に
励
む
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
そ
の
研
究
者

に
な
り
得
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
地
域
研
究
を
め
ざ
す
若
手
研

究
者
は
、
時
に
賞
賛
を
受
け
つ
つ
も
現
実
に
は
厳
し
い
就
職
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。

「
特
定
の
地
域
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
世
界
を
考
え
る
」
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
社
会
的
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、「
地
域
的
多
様
性
の
中
か
ら
あ
る
法
則
性
を
抽
出
し
、
あ
わ
よ

く
ば
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
や
新
し
い
専
門
知
の
創
出
を
ね
ら
う
」
と

い
う
③
で
述
べ
る
よ
う
な
基
礎
研
究
レ
ベ
ル
で
の
大
き
な
可
能
性
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が
就
職

先
が
拡
大
し
な
い
一
因
か
も
し
れ
な
い
。

③
地
域
研
究
の
魅
力
と
可
能
性

地
域
研
究
の
醍
醐
味
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
著
『
現
代
ア
フ
リ
カ

農
村
』（
二
〇
〇
七
）で
述
べ
た
。
そ
こ
で
は
専
門
分
野
の
学
問
と
の
比

較
優
位
と
い
っ
た
点
の
み
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も

大
事
な
点
は
、
地
域
研
究
が
ま
っ
た
く
学
問
分
野
の
枠
外
に
新
た
な

専
門
知
を
生
む
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
研
究
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
出
か
け

る
こ
と
も
多
く
な
り
、
現
地
で
調
査
を
す
る
こ
と
は
地
域
研
究
者
の

専
売
特
許
と
は
も
は
や
い
え
な
い
。
地
域
研
究
は
既
存
の
学
問
の
枠

内
で
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
、
か
つ
そ
れ
で
十
分
と
い
う
認
識
が

広
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
分
野
の
専
門
家
が
共
同
で
行

う
海
外
共
同
研
究
な
ど
で
現
地
調
査
の
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
タ
ー
の
役
割

を
果
た
す
以
上
に
、
地
域
研
究
者
は
新
し
い
専
門
知
を
創
出
し
よ
う

と
い
う
大
き
な
野
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
時
に
は
積
極
的
に
発

信
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。




